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UtilizationofFilterCakeforSeedlingNursery-BedinSugarcaneBreeding

KounosukeDEGIandTomioNAKZATO

OhinaLUaPrefecturalAgriculturalExperiTnentStation,

4-222Sbhiyam a-chyo,Naha903,Japan

TheseedlingrearingOfthesugarcanewasimprovedbyauseofthemonoICOmPOnent

ofwelLweatheredfiltercakeasnurserybedmedium.

Numberofdevelopedseedling,freshweightofseedlingper1gm.fuzzandmeanfresh-

weightofseedlingat40daysaftersowlnglnthefiltercakemedium werenotdifferent

from thosein thetraditionallyusedmedium composedof 2 volumevermiculiteand

1volumecomposL

Stalklength,leaflength,numberoffreshleavesandnumberoftilleringsobservedin

thefiltercakewereincreasedascomparedwiththoseinthetraditionallyusedmedium

ofmixedsoilswhenthemediawereusedforthetransplantingoftheseedlings

Thephysicalcharacteristicsofthefiltercakewereasfollows:polosity,86%;volume

weight,32g/100mA;bulkdensity,0.32;saturatedpermeability,7.6×10~3-1.4×10-2cln/sec

;airrate,34%;readilyavailablemoisture,31% ;availablemoisture,45%.

Controlofbothmoistureandweedsinamedium becameconvenientandtransplanting

became easy when filter cake was used as the mono-component or nursery bed-

medium.

Keywords;sugarcane,seedlingrearlng,nurserybed-medium,filtercake

キーワー ド ;サ トウキビ,実生養成,培養土, フィルターケーキ,

●那覇市首里崎山町4-222.
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緒 言

サトウキビの交配育種において,実生世代の

取りあっかいは大変重要である.サトウキビの

遺伝変異の全てが実生世代に包含されているた

め,選抜に際して精度よく遺伝変異を検出する

ことが求められる.ゆえに,生育を揃え,苗質

の差異による形質発現の変動をなるべく小さく

抑えることは,実生養成をおこなう上で重要で

ある.

サトウキビの種子は微小であり,その発育初

期は脆弱であるので,発芽後から本圃定植まで

は細やかな栽培管理が必要とされ,この期問の

温度 ･水管理や病害防除など栽培管理の要項が

定められているl･3) .そして各育種試験地では

この要項を基礎にして,各地に適合した慣行法

が発達してきた.

沖縄県農業試験場では播種後2-4週間で仮

植箱に移植し,3-4か月で本圃に定植するこ

とが慣行となっている.その間の実生培養士と

して.発芽床ではバーミキュライトと堆肥の混

合土が,仮構床ではジャーガルと島尻マージと

堆肥の混合土が用いられてきた.ところが,こ

れらの培養土は作成するのに多くの労力を要し,

甫立ち枯れ病や,雑草の発生も多く,重くて取

扱が不便であるなど問題が多い.

そこで,製糖副産物として同質で大量に生産

され適度に養分も含有し,軽くて取扱も便利で

ある,フィルターケーキが発芽床と仮構床両方

で利用できないかを検討した.

なお,本報告の執筆にあたり,サトウキビ育

種研究室長 島袋正樹氏,煮作研究室 大域正

市氏,土壌保全研究室 国吉清氏に御校閲頂い

た.また培地の物理性の測定にあたり,土壌保

全研究室 桃原弘氏にアドバイスを頂いた.記

して謝辞としたい.

材料及び方法

実験 1.播種用培地としてのフィルターケーキ

の効果

培地として以下の3組成のものを用いた.

南方賢帝利用技術研究会誌

A:フィルターケーキ (琉球製糖K.K.産の石

灰法フィルターケーキを1年間野積みして

おいたもの).

ち:従来使ってきたバーミキュライ ト培養土

(バーミキュライトと堆肥を容積比で2:

1に混合した)

C:AとBを1:1で混合したもの

これらの培養土は臭化メチルで薫蒸消毒した.

3種の培養土を30x48cmの育苗箱に10cmの厚さ

で, 1種について2箱ずつ充填した.それから,

育苗箱を4等分に区切り.各区分に下記の4交

配組合せの種子を4gずつ播種し.2反復した.

発芽処理は,加温ガラス室内で30-45℃に加温

しておこなった.

① RK84-81 × CP57-603

② RK84-7 × CP70-1133

③ RH83-1008 × CP70-1133

④ RH81-1010 × CP70-1133

播種40日後に発育本数を数え,根も含めた生

重を測定した.これらの値を種子 1gあたりに

換算して比較した.

実験2.仮植用培地としてのフィルターケーキ

の効果

培地として以下の2組成のものを用いた.

A:従来用いられてきた培養土 (ジャーガル,

島尻マージ,堆肥を容積比で2:2:1に

混合したもの)

B:フィルターケーキ (1年間野積みしておい

たもの)

これらの培養土は殺菌処理されてない.33×

50mの育苗箱に10C7nの深さで培養土を充填 し,

5×6C7nの栽植密度で,下記の2組合せの実生

宙を植え付けた.1箱を1区として1反復であ

る.

(丑 F162 × CP70-1133

@ RF791203 X NiF4

仮椿の40日後に実生苗の生育を調査した.
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実験 3.培養土の物理性

3種の培養土を33Ⅹ50cmの苗箱に15C7nの深さ

に充填 し,十分に浸水 してから,20mの高さか

ら落として圧縮 し,100mPの採土管で採土 した.

一連のpF-水分曲線 (脱水過程)は, 砂柱法

(pFl.0-1.5),加圧膜法 (pF2.0-3.0),逮

心法 (pF3.4-4.2)で測定 した.三相分布は実

容構法により,飽和透水係数は真下法により測

定 した2).

結 果

1.播種用培地と仮植培地に対するフィルター

ケーキの効果

表 1に異なった培地に播種されたサ トウキビ

実生の生育を示 した.発育本数,種子 1g当 り

の実生の生垂,平均 1本垂とも培養土の違いに

よる有意差はなかった.ただ,種子の交配組合

せ問に有意差のあることが観察された.

図 1は,交配組合せの違いによる,発育本数

と平均 1本垂の関係である.組合せにより発育

数に大きな差があり,発育数と平均 1本重の間

に,1%水準で有意な負の相関があった (rニー

0.945)

サトウキビ育種における実生養成培地へのフィルター
ケーキの利用
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第 1図サトウキビ実生の発育本数と平均一本重の関係
Flg.1 Relatlonshlp between numberoEdevelolだd seedllngSperlgfuzz

and mean fresh weightofseedllng

第2表に異なった培養土に仮構されたサ トウ

キビ実生苗の生育を示 した.フィルターケ-辛

に仮構 した実生苗の,仮茎長,糞長,生薬数,

分けつ数は従来の混合土に比べて,それぞれ48,

38,15,267%ずつ増加 した.

*1表 Aなった噂義士に結社されたサトウキビ実生の生育

Table1.Growthofsugarcanetrueseed)ingondifferentmediums

NumberoEdoveta叩dSeedJlngperlgflJZ2 FTeshwelghloEseedllng/lgfuzz MeanfreshwelghtofseedltTlg

CrosslngCOmblnat10nOfseeds 1 2 3 4 mean 1 2 3 4 mean 1 2 3 4 mean

F■ltercake(A)

MIXedvermlCullte2

whhmanwel(B)
MixedAIwltllBl

mean

40.0 17.2 42-5 30.0 32.4a 59.4 49.8 58.1 63.7 57.8a 1.5 2.9 1.4 2.1 2.Oa

40.0 23.7 42.7 22.5 32.2a 53.5 49.3 55.4 63.8 55.5a13 2,1 1.3 28 1.9a

46.5 23.7 38.0 31.9 35.Oa 52.6 49.0 55.5 59.7 54.2a1.1 2.1 1.5 1.9 1.6a

42.2a 21.5b 41.1a28,1b 55.2b 49.4C56.3b 62.4a 1.3b2.3a14b23a

Note.Meansinthesamecalumnandsamerow fo])Owedbythesameletter

arenotsigTlificantat5% leve)(Lsdtest).
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第2表 Jtなっ1=噂t土に仮稚されたサトウキビ実生のエ雷

Table2Growthoftransplantedsugarcanetrueseedl1ngOndifferentmediums

SLalk bllgth Leal length Numberoffresh leaves Numberoftt】brlngS

L,.,>1日､#川n-1'matL｡n=(､Ped立l叩 1 2 Mean 1 2 Mean 1 2 Mean 1 2 Mean

ド.ltL.rCak.･Fへ ) 2().() 17.tS j9.Oa 61.4 52.5 57J)a 53 5.3 5.3a 12 ユ.0 1.1a

M.､pd…tn､ぐ()I"一､ 1 -2 ･ボ 12･7 12 朽 h 433 39 5 41.4b 45 4.7 4 .6 b () 2 0 .3 0 3 b

1lMtxedsallmedlum WasCOmPOSedofJaagaru2･SlmaJlrt･maaj12lmanurel.

2)MeansinthesamerowsfallowedbythesametNetterarenotSigniflCantat5% level(Ls.d.test).

2.培養土の物理性

各培養土の保水性を評価するために,pF-水

分曲線を測定した｡第2図は水分率 (容積%)

で表示したpF-水分曲線である.

3種の培養土のpF-水分曲線を見ると､pF

2.5以下ではフィルターケーキの保水力が最 も

高く,ついでバーミキュライト培養土,混合土

の順である.ところがpF2.5から3.0の間で順序

は逆転し,混合土の保水力が最も高く,ついで

バーミキュライト培養土,フィルターケーキと

なる.

Flltercake
VermlCullteWlthmanure
Mtxedsoilmedlum

1.0 1.5 2.0 2.52,73.03.4 3.8 4.2

1,2トズI f･rrO)∫.汚点 Ia)pF/k'Jl州税

FIFL) l)ド m川StM･eぐarVeOfdifferentmedlurnS

m
(Jts
tu
re
ra
tet
r/,,)

気相率 (pFO～pFl.5)は,フィルターケー

キでは34%,バーミキュライト培養土では36%,

混合土では32%であり, 3種の培養土の間に大

きな差はなかった.ところが易効性有効水分

(pFl.5- 3.0)は,フィルターケーキでは31%,

バーミキュライト培養土では21%,混合土では

12%であった.また有効水分 (pFl.5-3.8)は,

フィルターケーキでは45%,バーミキュライト

培養土では31%,混合土では17%であり,いず

れの場合も,フィルターケーキはバーミキュラ

イト培養土の約1.5倍,混合土の約2.6倍であっ

た.

他の物理性を表3で比較する.孔隙率はフィ

ルターケーキが86% と最も高く,バーミキュラ

イト培養土が79%,混合土が69%であった.容

積重は逆にフィルターケーキが32g/ 100ccと最

も低く,バーミキュライト培養土が50g/100cc,

混合土が86g/ 100ccであった,仮比重はフィル

ターケーキが0.32と最も低く,バーミキュライ

ト培養土が0.50,混合土が0.86であった.飽和

透水係数はフィルターケーキが7.6×1013- 1.4

×10~2m/secで比較的に大きかったが,バー

ミキュライト培養土と混合土はほぼ同じ値,2,

7×10I3-8.7×10~3m/secであった.
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第3表 三種の培糞土の物理性

TとIblP.'うl-h ) sICal I)rりl);llJtゝくりfthぐdlfl(･r(,nt nledlum S

I'rOsltl 1rHumビ＼＼tゝLght I''ull､ (lLゝ】lLlll〉 S.lturLltP〔lI)ぐrl.ltゝ.IIullltl

FLlt(Jrしこ1k(.

M]＼tユdltゝrmlCL111t(L2㌧川ll LOmP(H11

人′1】xedsoilmedltlma

t了 で- こう2g/1… 日.:i2 7.()/1(〕し1ll1()2L･

9 .r:l() H.5日 27Y川 ｣7.(う米川 -

(J HG H.州ミ 2.uメ川 しバ7二九川 1

a･MIXedsollmedlum Wascomposed｡fJagaru2SlmaJlr1-maaJt2 manurel

考 案

沖縄県農業試験場サトウキビ育種研究室では,

従来,サトウキビの実生養成時に播種培地とし

てバーミキュライトと堆肥を容積比で2:1に

混ぜたものを,仮構培地としてジャーガルと島

尻マージと堆肥を2:2:1に混ぜたものを用

いてきた.

サトウキビ実生養成培地の適性として,Bre-

auxら1)は下記の項目を挙げている.

(1)孔隙率が適当であり,排水もよいこと.

(2)構造があらく,根の伸長がよいこと.

(3) 栄養要求に完全に答えること.

(4) 毎年同質のものが大量に利用できること.

本研究においては,これらの要求項目に答え

る素材として,十分に風化させたフィルターケー

キを単体として培地に利用することを検討した.

当研究室では,従来から培養土の混合素材とし

てフィルターケーキを用いてきたし,各国のサ

トウキビ育種場所でも一般的に用いられる1)が,

単体として用いる例はないようである.

本試験から,播種用培地としてフィルターケー

キを単体で用いた場合,従来用いてきたバーミ

キュライト培養土と比べて,サトウキビ実生の

発芽や生育に違いの無いことが分かった.また,

フィルタ,-ケーキはバーミキュライト培養土と

比べると,孔隙率が高く,易効性有効水と有効

水が1.5倍あり,気相率はほぼ同じで,透水性

もよかった.よって,実生育成上重要となる,

培地水分の管理などもしやすく,フィルターケ-

-21-

キは単体としても発芽培地として適用できると

思われた.

穂綿 1g当たりの発育本数や生垂,平均1本垂

は交配組合せ間に有意差があり,発育数の多い

組合せはど苗が貧弱になる傾向があった.同じ

ような例が多数報告されており1),面積当たり

の発育数の多い組合せほど,仮植床に移植した

後の活着率が低い4)とされている.実生選抜試

験の精度向上のためにも,苗質の安定した健苗

を育成することは重要である.よって,あらか

じめ各交配穂綿の発芽率を調べておき,適正な

量を播種する必要がある.

本試験の結果を面積当たりの実生密度に換算

すると,0.26-0.65本/cnfの密度であった.捕

種床における実生の最適密度は0.17-0.46本/

cnfと1)されており,本試験はやや高密度であっ

た.しかし仮植培地への移植時期の早晩により,

最適密度が異なってくると思われるので,播種

量に付いては今後の検討を要する.

仮構用培地としてフィルターケーキ単体を用

いると,従来用いてきた混合土培地と比較して

実生の生育がかなり良くなった.フィルターケー

キの風化物は栄養分が豊富5)で,物理性 もピー

ト7)に類似し良いためであろう.フィルターケー

キは混合土と比較すると孔隙率が高く,易効性

有効水や有効水が2.6倍あり,気相率がほぼ同

じで,透水性も良いため,培地水分管理は一段

と容易になる.
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さらに容積垂 (100ml)を比較すると,混合

土86gに対して,フィルターケーキは32gと約

37%の重量であり,pF1.5の時の両培地の重さ

でも.124gと84gで約67%の重量である.本圃

定植などの作業上も培地はなるべく軽い方がよ

いので,この面からもフィルターケーキは良い

特性を備えている.

フィルターケーキを単体として用いることに

よって,培養土の混合作業は全部省略すること

ができる.また腐熱中の適正な管理により.雑

草種子の混入も防ぐことができる.さらに本試

験において,サトウキビの生育途中における栄

養障害が何等観察されず,また風化したフィル

ターケーキの肥料養分は豊富である5)ことから,

フィルターケーキの培養土としての価値は高い

ものと結論した.

摘 要

フィルターケーキの風化物を単体としてサト

ウキビ実生培地に用いることにより,実生養成

試験の効率化ができることを確認した.

播種培地としてのフィルターケーキはバーミ

キュライト培地と同じ効果があった.

仮植培地としては,従来用いてきた混合土培

地より実生宙の生育が良くなった.

フィルターケーキの物理性については,気層

率が34%,易効性有効水が31%,有効水が45%,

孔隙率が86%,容積垂が32g/100m2,仮比重

が

0.32,飽和透水係数が7.6×10~3- 1.4×10ー2m

/secであった.これらのことから,フィルター

ケーキを用いることにより,培地の水管理や雑

草防除が容易になり,軽量のため移植作業の効

率化ができた.
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